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まえがき 

この 規格 は， ェ： K 陣化 法に 基づき， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産桨 大臣が 制定した 日本 
工業規格 である。 
こ の 規格 は， 著作権法で 保護 対象 となって いる^ 作物で ある。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出 頸， 実用新案 権 又は 出願 公開 後のお 川ぎ ぉ货録 出願に 
抵触す る 可能性が ある ことに 注, S を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このような 特許 
権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 係る 確認に ついて， 責任 は 
もたない。 



(2) 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等け^ 止されて おります。 



曰 本 工業規格 
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高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 
包装 • 容器 一 触覚 識別 表示 

Guidelines for older persons and persons with disabilities — 
Packaging and receptacles— Tactile indication for identification 

序文 

この 規格 は， 視覚 障害者 を 始め 多くの 人々 が， 包装' 容器に 触覚 識別 表示 を 付ける こどに よって， 消費 
生活 用 製品 を 間違いな く 安全に， 力、 つ， 容易に 識別で きる ようにす る こと を 目的と して， 包装 '容器に 触 
覚 識別 表示 を 付ける ときの ガイ ドライ ン について 規定した ものである。 

この 規定に よって， 包装 ，容器に 適切な 触覚 識別 表示が 付けられる ようになる とともに， 触覚 識別 表示 
を 付けた 包装 • 容器の 普及が 期待され る。 

1 適用 範囲 

この 規格 は， 消費生活 用 製品の 購入から 分別 及び 排出までの 日常の 活動に おいて， 視覚 障害者 を 始め 多 
くの 人々 カ^ 製品 を 間違いな く 識別で きる ようにす るた め， 包装 • 容器に 触覚 識別 表示 を 付ける ときの 配 
慮すべき 設計 指針 について 規定す る。 

注記 特徴の ある 包装 • 容器の 形状 は 触覚 識別の ために 有効で あり， 触覚 識別 表示に 準じる ものと し 
てこの 規格の 例に 記載した。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

JISS0025 高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 包装 • 容器 一 危険の 凸 警告 表示 一 要求 事項 

3 用語 及び 定義 

この 規格で 用いる 主な 用語 及び 定義 は， 次に よる。 

3.1 

触覚 識別 表示 

包装 • 容器に 触れた ときの 感覚 を 製品の 識別に 利用した 文字， 図形な どに よる 表示の 総称。 
3.2 

浮き出し 文字 

表面上に 凸状に 表した 平仮名， 片仮名， 漢字， アルファベット， 数字な ど。 触覚 識別 表示の 一部。 
3.3 
記号 



著作権法に よ り 無断での^ 製， 転載 等 は^. I 卜. さ れて お り ま す。 
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識別す るた めの 印， 及び 図形。 触覚 識別 表示の一 部。 
3.4 

切欠き 

識別の ため 包装 • 容器の 外周の 一部 を 切 り 欠いた も の。 触覚 識別 表示の 一部。 
3.5 

包装 形態 

包装 • 容器の 種類 及び 形状の 総称。 

4 触覚 識別 表示の ための 一般的 配慮 事項 
4.1 触覚 識別 表示が 必要な 製品 又は 包装 形態 

触覚 識別 表示が 必要な 製品 又は 包装 形態 は， 次に よる。 
a) 誤 使用' 誤 飲食に よって 身体に 危険が 及ぶ 可能性の 高い 製品の う ち， JIS S 0025 に 規定され る も の は， 
包装 '容器に 危険の 凸 警告 表示 を 付ける。 
なお， 図 1 に 表示 例 を 示す。 



注記 危険の 凸 警告 表示 を 適用すべき 製品に は， 次の ものが ある。 

a) "毒物 及び 劇 物 取締法" 及び "農薬 取締法" 対象の 家庭菜園 用の 殺虫 殺菌剤 ， 除草剤， 
殺 そ 剤 

b) "薬事法" の 医薬 部外 品のう ち， 直接 人体に 適用し ない 家庭 用の 屋内 殺虫剤， 殺 そ 剤， 
き 避 剤な ど 

c) "まぜるな 危険" 対象 製品， "火気厳禁" 対象 製品， "火気 • 高温 注意" 対象 製品 （化 



b) 危険に 準じる ものと して， 誤 飲食す ると 身体に 有害な もの は， 包装 • 容器に 触覚 識別 表示 を 付ける。 
注記 酒類 は， アルコール を 受け付けない 人， 又は 子供が 誤 飲す ると 有害な ことがある。 ' 

C) 包装 形態が 類似し， 誤 使用 • 誤 飲食に よって 不快 又は 損害が 生じる 可能性の 高い 製品 は， 包装 • 容器 

に 触覚 識別 表示 を 付ける のが 望ましい。 

注記 1 触覚 識別 表示の 必要性 を 判断す るた めの 参考と して， 附属 書 A に "触覚 識別 表示 ニーズ マ 

ップ" を 示す。 

注記 2 触覚 識別 表示の 利用者に とって， 触覚 識別 表示 は 業界団体 等で 統一され たもの が 望ま しい。 
4.2 触覚 識別 表示の 種類 

触覚 識別 表示に は 点字， 浮き出し 文字， 記号， 切欠きな どが ある。 その 製品 又は 包装 形態に とって 最適 
と考えられる 触覚 識別 表示 を 付ける ものと する。 

注記 触覚 識別 表示に 準じる ものと して， 同一 又は 類似 容器 形状の シリ ーズ 製品な どで キ ャ ッ プの 
形状 を 変えて 中身 を 触覚 識別 できる ようにす る こと， 又は 特徴の ある 包装 • 容器 形状 を 触覚 
識別に 利用す る こと も 有効で ある。 




図 1 一 危険の 凸 警告 表示 



粧品を 除く） 



著作 櫳法 によ り 無断での 複製， )|r '一 1 は 禁止され ております。 
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例 触覚 識別 表示の 例 を "点字と 浮き出し 文字の 例" 及び "切欠きの 例" に 分けて， 図 2 及び 図 3 に 

示す。 

a) 点字 及び 浮き出し 文字の 例 




図 2 — ボディ の 点字 及び BODY の 浮き出し 文字 

b) 切欠きの 例 




O めかえ 用 



注記 に，" 同一 又は 類似 形状の 包装 • 容器の 内容物 識別の ための 配慮 ボ項" 
が 規定され ている。 

図 3 — 液体 紙 パック 及びつ めかえ 用 バウチへの 切欠き 

4.3 触覚 識別 表示の 位置 及び 方向 

触覚 識別 表示の 位置 及び 方向 は， 次に よる。 

a) 触覚 識別^ 示 は， 認知の しゃすい 位置に 付ける ことが 望ましい。 一般に， 包装， 容器 を 使用 するとき 
に 最初に 触れる 位置， 又は， 使用 するとき に 必ず 触れる 位置が よい。 また， 1 か 所より 複数 箇所の 方 
が 認知され やすい。 

b) 使用 期間 中 触覚 識別 表示の 確認が できる よう， 開封 時に 切り捨てられない 位置に 付ける。 

注記 1 触覚 識別 表示の ニーズ は， 購入 時よりも 使用 時の 方が 高い。 
注記 2 触覚 識別 表示の 位置 及び 方向の 例 

触覚 識別 表示の 位置と 方向の 例 を "危険の 凸 警告 表示の 例"， "酒類の 点字 • 記号な ど 触 

覚 識別 表示の 例"， "形状が 類似した 包装 • 容器の 触覚 識別 表示の 例" 及び "その他の 触覚 

識別 表示の 例" に 分けて， 図 4 〜図 17 に 示す。 



お 作栴 法に より 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 



図 4 一一 般 的な 凸 警告 表示の 位置 UISS0025 参照) 




図 7 —清 酒な ど の 液体 紙ノ K ック 入り 酒類の キヤ ッ プ 部への 点字 



^作 権 法に よ り 無断ての 投^， 止されて お ります。 
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1) 危険の 凸 警告 表示の 例 




EE on ^.0 
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図 9 一 バウチ 入り 酒類の 点字， 記号な ど 
3) 形状が 類似した 包装 • 容器の 触覚 識別 表示の 例 



単位 





^ 開け 口"^ 












、 






リ 2〜13 、\ 







開け 口' 







\ 






12〜13 、\ 



牛乳 ノ い ンクの 場合 ジュース パックの 場合 

切欠きの 半径 は は， 2.5 mm 又は 6.5 mm とする。 
図 10 — 液体 紙パッ ク 屋根 部の 切欠き （JIS S 0021 参照） 




図 11 一 紙 箱への 点字， 記号な ど 




図 8 — ワインな どの ガラス 瓶 入り 酒類の 点字， 記号な ど 



つど. 

-ノな 



きま 




著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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:. 記号 ^どリ \ 字 



図 12 — ガラス 瓶への 肩部への 点字， 記号な ど 




図 13 — 軟質 ボトル 肩部への 点字， 記号な ど 




図 14 一 シャン プーボ ト ルの胴 部 側面 及び ポ ン プ天 面の ぎ ざ き ざ （ JIS S 0021 参照) 





図 15 — シャンプー つめかえ 用 バウチ 及び ボディ ソープつ めかえ 用 バウチの 切欠き 



^作 権 法に よ り 無断での 複製， ホ は 禁止 されて おります。 
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4) その他の 触覚 識別の 例 



図 16 — 容 器の ふた 形状 （ローレット） の 違いに よる 触覚 識別 （JISS0021 参照） 




注記 1 ム= 無色， チ= 茶色 （点字 は チヤ）， ソ= その他の リサイクル 区分 を 表す。 
注記 2 図の 表示 位置 は 例で あり， 実際の 表示 位置 は 底 部の 形状に よって 異なる。 

図 17— ガラス 瓶 底 部に リサイクルの ための 触覚 識別 表示 



5 浮き出し 文字， 記号な どに よる 触覚 識別 表示の 配慮 事項 

浮き出し 文字， 記号な どに よる 触覚 識別 は， 次に よる。 

a) 浮き出し 文字， 記号な ど は， 指先で なぞって 識別で きる 大きさと 高さが あり， 力、 つ， 違いが 容易に 識 
別 できる シン プル な 形状 とする。 

注記 点字 は 指先の 接触で 読み取る カ^ 浮き出し 文字， 記号な ど は 指先で なぞって 識別す る。 

b) 浮き出し 文字に 用いる 文字 は， 指先で 触って 分かりやす いもの を 選択す る。 

例 みず' ミズ — 水 絹 （豆腐 ） — キヌ そ 一す— ソース ボディ— BODY 

注記 類似した 文字 （フ とコ， ソ とン， テ とチ， コ とュ， ケ とク， ァと マ， ノ ひべ， と D， B と 8， 

又は 文字の 上下が 逆にな つたと きの ムとク など） は， 誤読され ないよう， 文字の 形状に 配慮 

する。 

c) 切欠き は， 開封 口と 誤認され ない 形状と する。 



6 点字に よる 触覚 識別 表示の 配慮 事項 
6.1 点字の 間隔 及び 断面 形状 

包装 容器の 識別 表示と して 用いる 点字の 形状 及び 寸法に ついては， 表 1 及び 表 2 による。 



調味料 B 




調味料 A 



^作 I 丄に ib f mx^im, 靝ま^ は 禁止され ております。 
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b 


p の 範囲 


2.0 


5.1—6.0 


2.1 


5.2—6.1 


2.2 


5.4—6.2 


2.3 


5.6—6.3 


2.4 


5 ヌ〜 6.3 


2.5 


6.0〜6.3 





中心 間 距離 


a 


2.2〜2.5 


b 


2.0—2.5 


P 


5.1—6.3 


q 


11.0 a )〜15.0 


注 a) "力 《2.2 mm 力、 ら 2.3 mm の 場合に 限り， ひの 下限 値 を 10.1mm とする こ 

とがで きる。 



■ 1-2 点 間， 2-3点| ; 
h ： 卜 4 点 間 
p ： 1 マスの 領域 • 横 
a ： 1 行の 領域， 縦 1- 




立 

単 



〇〇〇 〇〇〇 



著作権法 により 無断での 複製， 転訌 ノは 禁止され ております。 
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表 2 -点 字の 断面 形状 



単位 




d 





寸法 


d 


1.3 — 1.7 


h 


0.3〜0.5 



d: 底面の 直径 

h ： 点の 中心の 高さ 



注記 紫外線 硬化 樹脂 インキに よって 制作す る 場合 は， JIST 9253 で 規定す る 品質と する。 
6.2 点字の 表示 原則 

製品の 内容 を 示す 点字 表示の 原則 は， 次に よる。 

a) 点字の 表記 は， 明りよう で， 正確に 行う。 

注記 点字の 表記に は， 日本 点字 委員会が 発行す る "日本 点字 表記法" が ある。 

b) 表示の 向き は， 左から 右 又は 上から 下へ 読める 向きに する。 

c) 1 か 所では 読み落とす おそれが ある 場合 又は 購入 時と 使用 時の 表示 場所 を 変える 場合な どに は， 複数 
箇所に 表示す る。 

d) 点字 表示の 周囲に は， 浮き出し マーク， 容器 自体の 縁な ど， 触 読 を 妨げる ような 他の 凸 刺激 を 隣接 さ 
せない。 

63 点字の 表示 内容 

点字で 表示す る 内容 は， 製品の 内容物 及び 種類 を できるだけ 具体的に 識別で き る ものである こ とが 望ま 
しい。 

注記 十分に 内容 を 類推で き る 場合に 限 り ， 語句の 一部 を 略 し た 略字に よ つて 表示す る ことができる。 
例 "おさけ" — " び 一る"，" しょ 一ち ゆ 一" 

7 点字と 他の 触覚 識別 表示と を 併用 するとき の 配慮 事項 

点字と 他の 触覚 識別 表示と を 併用 するとき の 配慮 事項 は， 次に よる。 

a) 複数の 触覚 識別 表示 をす る 場合に は， 指で 識別 するとき に 同時に 触れない ように 間隔 をお く。 

例 狭い キャップの 天 面に "おさけ" の 点字 及び 開封 方向 を 示す 矢印な ど 複数個の 触覚 識別 表示 を 
すると， 矢印が 点字の 触 読の 邪魔になる。 

b) 点字と 他の 触覚 識別 表示と を 併用して 表示す る 場合に は， 上下のと き は 上に 他の 触覚 識別 表示， 下に 
点字が 望ましい。 また， 左右のと き は 左に 他の 触覚 識別 表示， 右に 点字が 望ましい。 



参考文献 JISS0021 高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 包装 ，容器 

JIS T 0921 高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一点 字の 表示 原則 及び 点字 表示 方法 一 公共施設 • 設 
備 

JIST9253 紫外線 硬化 樹脂 インキ 点字 一品 質 及び 試験 方法 



^作 権 法に よ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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附属 書 A 



触覚 識別 表示 ニーズ マップ 



序文 



. の 附属 書 は， 本体に 関する 事柄 を 補足す る もので， 規定の 一部で はな レ^ 



A.1 触覚 識別 表示 ニーズ マップ 

製品 個々 の 内容物 とその 包装 • 容器に よって 触覚 識別 表示の 必要性の 度合い は 異なる。 

誤認に よって 生じる 不 快感， 損害 は "内容物 は 何 か" に 由来し， 誤認し やすい かどうが は 主に "包装， 
容器の 形状 類似 性 （触覚に よる 識別の 難易度)" が 影響す る。 

これらの 関係 性 を マ ト リ ックス によって 自己 判断で きる ように 整理した もの を 表 A.1 に 示す。 事例に は 
調 査 結果で 典型的な もの を掲 げた 。 

包装 • 容器の 形状 類似 性 以外に， 購入 • 保管， 使用 場所が 同じ か 否か, 中身の 匂いで 識別で きる か 否か 
などで も 誤認の 可能性が 異な り， 誤認しても 各々 の 使用 目的' 方法に よ つて 不快 感 ■ 損害の 程度が 異な る 。 
また， 購入 時よ り も 使用 時の 触覚 識別 表示 ニーズが 高い ことに も 配慮す る ことが 望ま しい。 触覚 識別 表示 
に 準じる ものと して， 特徴の ある 包装 • 容器 形状 も 触覚 識別 のために 有効で ある。 

表 A.1 — 触覚 識別 表示 ニーズ マ ッ プ 

触覚 識別の ニーズ [コ =大 L 」 = 大〜 屮 [ I 二: 小 



形状の 類似 性 （触覚での 識別 難度） 



大 （同- 



中 （類似） 



小 （相違) 



(D mmm • ^飲な で 危険が 及ぶ" j 能 性 カ^い？^ , で jis s 0025 に^ t される もの は 包装 ■ 糖に 細 
のれ 霄 ^か卩 を 付ける。 

* 製品 ： j、'# 物 /4 び 劇 物 取締法 及び ** 取絲 法の 

'ズ 家庭 川 殺虫剤， '汆ん! を 守る ための SlUffl, 殺 そ 剤， き 避 剤 

な まぜるな 危険 W*KM. 火な 厳^， 火乂 • A 温 注 (化粧お を 除く） 

m お 飲す る と 入に よって はれ w な こ と が あ る yj 類 は， お 装' お^にお さはの.'' r ド， おゆ など を 付ける， 
リ^ュ (m 纣ぺ '？ 卜 川） a' フ ラ ス チック ボトル ( リ ン ス ^ボ 



み ブラス チック ボトル 
リンス） 



(シャン ブー^ 



1 で』 



脑 鱸 (魚 ■ 肉 対馳) 
お 紙 バック 飲 料 （牛 孔对 他） 

③ PET ボトル 飲 枓 （水 対 他） 
(も チューブ 入 泞 や 料 
^^^スパイス * 瀾味枓 （におい 
別が 不可能な もの） 
せ 各 檝 つめかえ 用 バウチ 

( 7 〕^Wi バウチ 人な ift 

⑧ ffi 人な^ 品 対 冷蔵 ft 品） 

0)^ 詰 （果物の 11 類 違い） 

② 缶入 酒類 （ビール 対 チューハイ） 

③ レトルト カレ一 の 辛 さ 違い 
@ 豆腐の キヌ 対 モメン 

⑤ ワインの シロ 対ァカ 

® 各種 スパイ ス • 調味料 （においで ^ 

別 可能な もの） 



デ< ソープ） 

:g) チューブ 入 属ぉ (麵麵 

： 3 ，: ブラ ス チック ボトル （液体 洗剂対 

仕上^) 

a)fttr ブラボ トル （マヨネーズ 対ケ 
+ャ； /力 

':ぬ チューブ 入 製 品 （スキンクリーム 
m^a (ジャム w 他） 



(!)• 



升 瓶 入 酒類 
(清酒 対 焼酎） 
@) 各種 力 ッ プ入 食品 
③ 各種 箱 入 菓子 



① ウィスキー ブラン ド 
連 い 



危^ <• 有害 




快 • ー、f (誤 使用 • 誤 飲食で 不 ft 感 • 損 S を 伴う) 



^作れ;: 二に よ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ており ます。 
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高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 包装 • 容器 一 触覚 識別 表示 




この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 ，記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 規 
定 の--部 ではない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集' 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団法人 
日本規格協会へ お願いします。 

1 制定の 趣旨 

高齢 社会の 今日， ァ クセシ ブル • デザィ ン， ユニバーサル • デザイン を 取り入れた 製品 づく りが 普及し， 
包装 ，容器の 分野で も 触覚 識別 表示 （記号な ど を 含む） を 付けた ものが 増えて いる。 

触覚 識別 表示に は， JIS などの 規格に 基づく もの， 業界団体 等の 自主 基準に よる もの， 及び 企業が 独自 

に 行って いるものが ある 力、 現状 は， 企業が 独自に 触覚 識別 表示 をして いるものが 多い。 
視覚 障害者 を 始めより 多くの 人々 が 日常 使用す る 製品 を 間違いな く 安全に， かつ, 容易に 識別で きる よ 
うにす るた めに は， 製品の 包装 • 容器に 適切な 触覚 識別 表示 を 付ける のが 合理的な やり方で， 利用者の 利 
便 性向 上の ために 歓迎され る ことで ある。 一方， 無秩序に 増加す ると かえって 利用者の 誤認 を 招く ことに 
なる。 また， 触覚 識別 表示 は それ 自体 を 一 企業が 占有 使用すべき もので なく， いわば 公的な 財産で も ある。 
そこで， 触覚 識別 表示の ある 包装 • 容器の 実態 並びに 触覚 識別 表示に 対する 視覚 障害者の 要望 を 調査し， 
包装 • 容器に 触覚 識別 表示 を 付ける ときの ガイ ドラ イン を まとめた。 

2 制定の 経緯 

学識経験者， 視覚 障害に 係る 専門家， 視覚 障害 当事者， 消費者 及び 産業界の 委員で 構成す る "包装に お 
ける 触覚 識別 表示の 体系化に 関する 調査 研究" 委員会 （本 委員会 及び 小委員会） を 2004 年 7 月に 設置し， 
2006 年 3 月まで， 4 回の 本 委員会， 10 回の 小委員会 を 開催して， 包装 *容 器への 触覚 識別 表示の あり方に 
ついて 調査， 審議した。 この間に 実施した 実態調査の 概要 は， 次に よる。 

a) 触覚 識別 表示の ある 市販 製品の 調査 包装 • 容器に 触覚 識別 表示の ある^ 品の 徹底 収集に 努め， 市販 

製品の ほぼ 全品と 思われる 81 品 （同一の 触覚 識別 表示 内容の もの は 1 品と カウント） を 収集， それ ぞ 
れ について 触覚 識別 表示の 方法， 表示の 位置な ど， 触覚 識別 表示の 内容 を 調査して "包装 ，容器 触覚 
識別 表示 品 一覧表" として まとめた。 

b) 視覚 障害者に よる モニター 調査 モニター 25 名 （全盲 者 13 名， 弱視 者 12 名） を 4〜7 名に 分けて 5 
回 （5 日間)， 次の 3 種類の 調査 を 行った。 

1) 触覚 識別 表示 品の 分かりやす さ 調査 面接 形式で ，市販され ている 代表的な 触覚 識別 表示 品 16 種類 
を 選び 1 品ず つ 触って もらって， それぞれ について 触覚 識別 表示が ある こと を 知っている 力 \ 触覚 
識別 表示と しての 妥当性 はどう 力、 （場所， 寸法， 高さな ど） など を， あらかじめ 用意した 質問 票に 
沿って 確認した。 

2) 触覚 識別 表示の 必要性 調査 面接 形式で， 包装 • 容器に 触覚 識別 表示が 必要と 思われる 14 の 具体的 

解 1 



お 作 権 法に より 無断での 複製， 転載- ヒ 禁止され ております。 
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な 場面 を 想定して， それぞれの 場面に お ける 典型的な 製品 及び 形状 を 口頭で 伝え， 各 場面に おけ る 
触覚 識別 表示の 必要性の 度合い を， あらかじめ 用意した 質問 票に 沿って 確認した。 
3) グループインタビュー 1)， 2) の 質問 票 を 用いた 面接 形式 調査の 補完と して， 調査 日 ごとに， 五つ 
の グループに 分けて フリー ディスカッション を 行い， 所定の 質問に ついて 補足したい 点， 質問に な 
かった ことでの 触覚 識別 表示に 関する 感想と 意見 を 聴取した。 
c) 視覚 障害者 • 高齢者 質問 票 調査 b) の 調査結果の 掘り下げと 確認の ため， 調査の ポイント を" どのよ 
う な 製品 及び 包装 形態の も の に 触覚 識別 表示 をす ベ き か" に 絞つ た 質問 票 調査 を 実施 した。 

視覚 障害者 7 施設 ほかで 調査 協力者 を 広 く 募集した。 全国から 約 400 名の 応募が あ り ， 361 名から 
の 調査 回答が あった。 

注記 上記の 調査結果 は， "包装に おける 触覚 識別 表示の 体系化に 関する 調査 研究 成果 報告書" 
(平成 18 年 3 月， 社団法人 日本 包装 技術 協会） に 記載され ている。 
これらの 実態調査 結果 を 踏まえて， 包装 • 容器に 触覚 識別 表示 をつ ける と きの ガイ ドラ インと して この 
規定 を まとめた。 

3 審議 中に 特に 問題と なった 事項 

3.1 触覚 識別 表示の 必要性の 度合いに ついて 

調査結果 よ り ， 視覚 障害者が 触覚 識別 表示 をして ほしいと 思って いる 製品と 触覚 識別 表示 されて いる 製 
品と が 必ずしも 一致して いない こ とが 分かった。 

触覚 識別 表示の ニーズが 高い 製品の 包装 • 容器に 触覚 識別 表示 を 付け るた めに は， どのよう な 製品の 包 
装 • 容器 に 触覚 識別 表示 を 付けるべき か を 製品の 設計者が 自 ら 判断で き るよう にす る こ とが 必要で ある。 
そのため "触覚 識別 表示 ニーズ マップ" を 作製して 附属 書 A に 記載した。 新製品 開発な どに 際して， この 
マップに 例示した 類似 製品 を 確認す る ことによって 触覚 識別 表示の ニーズ （必要 度） の 度合いが 判断で き 
る。 マップ は 縦軸に 誤 使用 • 誤 飲食した ときの 危険 • 有害， 不快 • 損害 （3 ランク）， 横軸に 包装 • 容器の 
形状の 類似 性 （3 ランク） で マトリックス をつ く り， それぞれの 枠内に は 調査結果 等から 得た 典型的な 製品 
名 を 入れた。 ， 

ただし， 医薬品， アレルギー， 賞味期限 及び 品質 保持 剤に ついては， 触覚 識別 表示の 要望が 多かった も 
のの 包装 • 容器への 触覚 識別 表示 を 規定す るの は 難しい ことから， 懸案 事項 （箇条 6) とした。 
3.2 視力の 低下した 高齢者への 配慮に ついて 

触覚 識別 表示 は， 加齢に よって 視覚 機能の 低下した 高齢者に とっても 有効な 手段で あると 思われた 力、 
実際に は， 視覚 機能の 低下と ともに 触覚 機能 も 低下して いる ことが 多い ことが 分かった。 一方， 質問 票 調 
査に 協力いた だいた 80 歳 代の 点字が 読める 7 名 は， 日常 的に 点字 を 使用して いると 答えて いた。 日常 的に 
触覚 機能 を 使用 してきた 視覚 障害者 は， 高齢に なっても 点字な どの 触覚 識別 表示 を 使って いるものと 想定 
される。 

このように， 視覚 機能の 低下した 高齢者と， 点字 を 常用す る 視覚 障害者と では， 触覚 識別 表示に 対する 
要望が 異なる こ とから， 視覚 障害者の 調査結果 を 主たる 情報と して 研究 を 進めた。 
3.3 包装 • 容器の 形状な どに よる 識別 方法に ついて 

歯磨 剤と 洗顔 料， わさびと からし， マヨネーズと ケチャップ など， 包装' 容器の 形状が 類似して いるた 
めに 誤り やすい ものに 対しての 触覚 識別 表示の 要望が 多い。 今回の 調査結果 でも， 特徴の ある 包装 • 容器 

の 形状が 中身の 識別に 役に立った 経験 は， 全体 的に は 約 6 割， 点字 使用者 グループ 及び 高齢者 グループで 
は 約 7 割と 高かった。 

解 2 

^作 権 法に より 無断での 複製， 転 ■: ぐ や は 禁止され ております。 
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このように， 特徴の ある 包装 • 容器の 形状 は， 識別の 手段と しても 有効に 利用され ている ことから， 形 
状に よる 識別に ついての 規定 化 を 検討した 力、 包装 • 容器の 形状 や デザイン は， 本来， 意匠と しての 側面 
から も 自由な もので あり， これ を 規定す る こと はなじまない， との 結論に 至った。 そのため， この 規定で 
は ， 触覚 識別 表示 に 準じる ものと して， 包装 • 容器の 形状に よる 触覚 識別 事例 を 図示す る ことにと どめた。 

特徴の ある 包装 • 容器の 形状 は， それ 自体が 触覚 識別と して 有効に 機能して いる。 誤認され やすい 類似 
形状の 包装 • 容器に ついては， 触覚 識別 表示 を 付ける とともに， 形状 面で も 特徴 を 付けて 識別し やすい ェ 
夫 をす る ことが 望まれる。 

3.4 JISS 0021 (高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 包装 • 容器） との 関係の 整理に ついて 

こ の 規格が 通則で あ る JIS S 0021 の 触覚 識別 表示に 関する 個別 規格と して 制定され るに 当たり， 特定の 
製品に ついて 触覚 識別 表示の 内容 ま で 規定 している JIS S 0021 の 見直し も 検討した。 

し か し JIS S 0021 は， 日 中韓 標準化 協力 事業の 一環 と し て 国際 共同 提案の 対象と なって いる こと， 韓国 
では JIS S 0021 を そのまま KS 規格と して 整備され ている こと， 中国で も GB 規格と すべく 準備中で ある 
こ とな ど を 勘案し， この 時点での JISS 0021 の 改正 は 適当で ない と 判断した。 

JIS S 0021 の 改正に ついては， 国際 提案の 進涉 状況 を 注視した 上で 適当な 時期に 見直し を 行いたい。 

4 適用 範囲 

消費生活 用 製品の 包装 • 容器 につける 触覚 識別 表示 について 規定した。 ここでい う 触覚 識別 表示と は， 
包装 容器に 触れる ことに よって 製品 を 識別で き るよう にす るた めの 文字， 図形な どに よ る 表示の 総称で 
あり， 点字 を 含む。 

触覚 識別の ため に 有効な 特徴の ある 包装 • 容器の 形状に ついては， 触覚 識別 表示に 準じ る ものと して 本 
文に 例示した。 

色彩に ついては， ここに は 含まない 力、 色彩の 判別が 可能な 弱視の 視覚 障害者に とって は 有効な 識別 手 
段で ある。 今回の 調査で も， 以前に 買った 包装 • 容器の 色 を 記憶して おき， 製品 を 探す ときに 役立てて い 
るとの 報告が あった。 

にお （匂） いについても， ここに は 含まない 力く 視覚 障害者に とって は 有効な 識別 手段で ある。 今回の 
調査に おいても， 内容物に においの ある 製品 は， においの ない 製品に 比べて， 識別し やすいと いう 結果が 

出た 。 

においと 触覚 識別 表示の 必要性の 関係 について は， 附属 書 A の" 触覚 識別 ニーズ マップ" において， 形 
状が 類似して いても， においの 有無に よって 触覚 識別 表示の 必要性の ランクが 異なる こと を 事例で 示して 

いる。 

5 規定 項目の 内容 

5.1 触覚 識別 表示が 必要な 製品 又は 包装 形態 （本体の 4.1) 

触覚 識別 表示が 必要な 製品 又は 包装 形態 を， 誤 使用 又は 誤 飲食に よって 身体に 危険が 生じる もの， 危険 
に 準じる もの， 及び 不快 又は 損害 を 生じる ものの 三つに 層 別し， 実際に 包装 • 容器の 設計者が， 触覚 識別 
表示の 必要性 を 判断す る ことができる ように， 附属 書 A に "触覚 識別 表示 ニーズ マップ" を 示した。 

"触覚 識別 表示 ニーズ マップ" の 作成に 当たって 参考に した 調査結果 を 以下に 列記す る。 
a) 危険性への 触覚 識別 表示 誤 使用 又は 誤 飲食に よって 危険 を 伴う ものへの 触覚 識別 表示の 要望が 特に 
多い という 当然の 結果が 出た。 "まぜるな 危険" "火気厳禁" など 法令で 特別の 表示 義務 をうた つてい 
る もの は， 触覚で も 識別が で きる ようにす る こと が 必要で あ る 。 

解 3 
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b) 触覚 識別 表示が 必要な 場面 "購入 時" よりも "使用 時" の 必要性が 圧倒的に 高く， 点字 使用者 も 非 
使用者 も 約 6〜7 割 を 占めた。 

c) 触覚 識別 表示が 必要な もの "類似 性" と "危険性 "力ぶ 7 割と 最も 高く， 次いで" 隣接して 保管' 使 
用" が 5 割であった。 触覚 識別 表示の 必要性に 対する 相対 比較の 結果 は 以下のと おりであった。 

1) 誤 使用 又は 誤 飲食に よる 影^のう ち 危険と 不快と では， 危険の 方が 触覚 識別 表示の 必要性が 高い。 
危険 は あって はなら な いが， 不快な 経験 は 学習 効果に な る と の 意見 もあった。 

2) リンスと ボディ ソープ， チューブ 入 ハンド クリームと 他の チューブ 入 製品と では， リンスと ボディ 
ソープの 方が 触覚 識別 表示の 必要性が 高い。 これ は， 保管 場所 又は 保管 方法で 回避で きる か 否か （誤 
使用の 確率） の 違いと 考えられる。 

. 3) 中身が においの ない ものと， においの ある ものと では， 中身が においの ない ものの 方が 触覚 識別 表 
示の 必要性が 高い。 触覚 以外に 識別す る 手段が あるか 否かで 必要性に 差が ある。 

4) 再 封 （再 保管） できない ものと できる ものと では， 再 封 (再 保管） できない ものの 方が 触覚 識別 表 
示の 必要性が 高い。 これ は， 誤って 開封した ときに 原状に 戻す 手段が あるか 否かの 差で ある。 

5) 視覚 障害者に は， 同じ 製品 を 継続して 購入す る 人が 多い。 これ は， 容器の 形状な どが 製品 を 選択す 
ると きの 要素と なって いるた めで， 頻繁な 又は 大幅な デザイン 変更 を 歓迎して いない。 デザイン を 
変更しても 触覚 識別 面で 何ら かの 手掛 りが 得られる ような 配慮が 望ま しい。 

6) 形状 類似品で 購入 頻度と 触覚 識別 表示の 必要性の 関係に ついては， 購入 頻度の 少ない 形状 類似品の 
方が 触覚 識別 表示の 必要性が 高 かつ た。 頻繁に 購入す る もの は， す ぐ 消費す る と か 短期 保管で あ る 
とか， 保管に 伴う 誤 使用 ト ラ ブルが 相対的 に 少ないた めと 思われる。 

5.2 触覚 識別 表示の 位置と 方向 （本体の 4.3) 

触覚 識別 表示 を 付ける 位置 は， 最初に 手が 触れる ところ， 必ず 手が 触れる ところ， 及び 開封す ると ころ 
に 触覚 識別 表示が ある ものの 評価が 高く， 上部と 下部で は 上部が， 中央と 隅で は 中央が， 1 か 所より 複数 
箇所の 方が 探し やすい， という 調査結果 を 得た。 

これらの 調査結果に 基づいて， 各種の 触覚 識別 表示 例 を 本文に 図に よって 示した。 

触覚 識別 表示の 位置 と 方向 に 関連 した 調査結果 を 列記す る 。 

a) 触覚 識別 表示が， 最初に 手が 触れる ところ や 開封す ると ころな ど， 必ず 手が 触れる ところに 付いてい 
る ものの 評価が 高かった。 一方， バウチ 容器の 右 隅の 点字， 及び 缶 容器の 下部 右側の 記号に ついては， 
発見で きなかったり， 発見 はで きても 発見に 時間が かかって いた。 

b) 袋の 上部に 切欠きの ある シャンプー 詰め替え 用 製品 は， 本体 ボトルの ぎざぎざと 連動して 識別で きる 
ので 分かりやすくて よいと 評価され た。 

c) ねじぶ た 容器の ふたに ついての 調査で は， 形状の 異なる 3 種類の ローレット （滑り止め 部分） の 違い 
を 識別で きた モニターが 少なかった。 識別で きなかった モニター は， 単なる 滑り止めと 認識して しま 
い， 形状の 違いまで 識別す る 意識が 働かなかった と 言って いた。 触覚 識別 表示 は， 識別の 意図が 端的 
に 認識で きる ものが よい こと を 示唆して いる。 

一方， 滑り止め 部分の 違い を 認識で きた モニター は， この 識別 方法の 評価が 高かった。 類似 形状の 
包装 '容器が はん （?E) 濫 している 中で， 何ら かの 識別 手段の 提供に 努めてい る こと は 高く 評価され 
るであろう。 

d) ガラス 瓶の 分別 排出の ための 触覚 識別 表示 は， 底 部に あるた め， 表示 場所と しての 評価 は 低かった 力、 
使用 時に 邪 鹿に ならず リサイクル のために 識別す るた めの 場所と してよ いとする 意見 もあった。 

底 部 は 分別の ための 触覚 識別 表示の 場所と して 周知され 他の 形状 や 材質の 包装 • 容器に も 広がる こ 
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と 力ぐ 望まれる。 

5.3 浮き出し 文字， 記号な どに よる 触覚 識別 表示の 配慮 事項 （本体の 箇条 5) 

浮き出し 文字， 記号な ど は， 指先で なぞって 識別す る 力、 調査結果 を もとに， 指先で なぞって 間違い や 
すい 文字 を， 本体の 5 b) に 例と 注記で 示した。 

なお， 視覚 障害者で も 点字の 読めない 人が 圧倒的に 多い のが 実状で あり （点字の 読める 視覚 障害者 は 
10.6%， 厚 労 省 "身体 障害 児， 者 実態調査 結果"， 2002 年 8 月）， 浮き出し 文字， 記号な ど， 点字に よら 
ない 触覚 識別 表示が 増えて い く こ と 力 棚 待され る。 
5.4 点字に よる 触覚 識別 表示の 配慮 事項 （本体の 箇条 6) 

点字の 間隔 及び 断面 形状 は， JIS T 0921 (高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一点 字の 表示 原則 及び 点字 表示 
方法-- 公共施設 • 設備） から 引用した。 ： 

点字 表示の 原則と 表示 内容 は， 次の 調査結果に 基づいて 規定した。 

a) 点字 表示 を 要望す る 内容 は， "商品名" "具体的 種別" "危険性" "使用法" の 順であった。 

b) 現状の 触覚 識別 表示に おける 点字の 寸法への 不満 は 少なかった が， 高さへの 不満が あった。 特に 酒類 
金属 缶の 点字 は， 他 材質の 点字に 比べて， 高さ 不足と いう 不満が 多かった。 

c) 日常， 点字 を 活用して いる 人 は， 大分 類 を 伝える 表示よりも 種別 や 製品 名な どより 具体的な 点字 表示 
を 求めて いる。 酒類の 点字に 例えれば， 酒類で あれば 一様に" おさけ" という 点字 を 入れる ので はな 
く， ビール， チューハイ， 清酒， ワイン （赤， 白 又は 産地） など， その 種別 や 製品 名な どの 情報 を 求 
めて いる。 また， 形状が 類似して いたり 隣接で 保管す る 製品の 包装 ，容 器に 対する 触覚】 別表 示の 要 
望が， 危険 を 知らせる 触覚 識別 表示と 同じ く らい 多かった。 賞味期限 や アレルギーの 触覚 識別 表示の 
要望 も 多かった。 

d) 点字の 読めない モニター 12 名 (25 名 中) から は， 点字に よらない 触覚 識別 表示の 希望 は 出た が， 点字 
表示が あ る こと への 不満はなかった。 この こと から 点字に よ ら ない 触覚 識別 表示 と 点字 表示 を 併記す 
る ことで， より 適切な 情報 提供が できる ことが 示唆され た。 

e) 表示 スペースが 限られて いる 包装 '容器に 長い 語句 を 点字で 表示す る こと は 困難で ある。 そこで， 語 
句 を 短縮して 略字で 点字 表示す る ことの 是非 を 調査した ところ， "全く 抵抗ない" と "それほど 抵抗な 
い" を 合わせて 約 8 割と いう 結果であった。 点字の 略字 は， 家電 製品の 操作 部に よく 見られる が， 元 
の 語句 を 容易に 類推で きる ことが 要件で ある。 点字の 略字の 選定に 当たって は 視覚 障害者 を 加えて 十 
分に 確認す る ことが 必要であろう。 また， 使用す る 略語 は， 個々 の 企業 を 超えて 業界 共通の ものが 使 
用 される ようにす る こと も 必要で ある。 

5.5 点字と 他の 触覚 識別 表示と を 併用 するとき の 配慮 事項 （本体の 箇条 7) 

点字と 他の 触覚 識別 表示との 併用 は， 点字の 読める 人に も 読めない 人に も 有効で 望ましい 触覚 識別 表示 
方法で ある。 

点字と 他の 触覚 識別 表示と を 併用す る 場合の 留意 点 は， 点字 表示 を 他の 表示 や マークと 近接 させない よ 
うにす る ことで ある。 今回の 調査に 使用した 紙 パック 飲料の キャップに は， 狭い 天 面に "おさけ" の 点字 
と開栓 方向 を 示す 矢印の 2 種類の 触覚 識別 表示が あった 力く 互いに 近接し 過ぎて 点字の 判読 を函 難と する 
モニターが 多く， 触覚 識別 表示の 読取りに は 十分な 余白が 必要で ある ことが 示唆され た。 矢印に ついては， 
開栓方 向 も 示し た 親切 表示 のように 思える 力、 開栓の 方向 は 決まって いるので 矢印 はいらな いとする モニ 
夕 一が 多かった。 また， 点字と 他の 触覚 識別 表示 を 併用す る 場合， 上下に 表示 するとき は 点字 を 下側に， 
左右に 表示 するとき は 点字 を 右側と したの は， 指先の 触 運動が 上から 下， 左から 右へ 移動す る ことによ る 
もので あり， 点字 以外の 触覚 識別 表示が 大分 類 を， 点字が 具体的な 種別 や 製品 名 を 表示 するとい つたす (棲） 
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み 分け を 想定して いるた めで ある。 

6 懸案 事項 

6.1 酒類の 触覚 識別 マークの 必要性に ついて 

酒類の 誤 飲 は アルコール を 受け付けない 人 や 子供に とって は 危険な 場合が ある ことから， 調査結果 でも 
酒類への 触覚 識別 表示の 要望が 多かった。 

酒類で ある ことの 触覚 識別 表示と して は， 酒類の 金属 缶の 天 面 や 紙 パックの ふた （蓋） 部への "おさけ" 
の 点字 表示が 普及して いる 力、 これに 加えて 酒類で ある こと を 示す マークに よる 触覚 識別 表示 をつ ける こ 
とに ついては， "とても 必要" と "やや 必要" を 合わせる と 8 割が 必要と 答えて いる。 点字の 読めない 視覚 
障害者が 多い ことから も， "おさけ" の 点字 表示の 他に， 新たな 酒類 マーク づく りの 必要性が 高い ことが 明 
ら かとな つた。 

いろいろな 酒類が あり， 力、 つ， 紙 パック， 金属 缶， ペットボトル， パゥチ 及び ガラス 瓶な ど 包装' 容器 
の 種類 も 多岐に わたる ことから， すべての 酒類に， 点字の 他に， 酒類の 統一の マークが 付けられる ように 
なること が 望まれる。 
6.2 触覚 識別 表示が 難しい ものに ついて 

多 く の 視覚 障害者 は， 包装 • 容器に ある 表示 情報 は できる だ け 知 りたい という 要望が 多い。 一方， 表示 
できる 面積が 限られて いるた め， 触覚 識別 表示 だけで は 対応で きない もの も ある。 現時点で は 包装 • 容器 
への 触覚 識別 表示が 難しい と考えられる もの 4 件に ついて， 今後の 課題と して 記述す る。 

a) 医薬品 誤 使用 を 回避す るた めに 医薬品の 包装 ，容器に 触覚 識別 表示 をつ ける ことへの 要望が 多い。 
薬事法 及び その 関連 法規で は 包装 • 容器に ついても 規定され ている ことから， 医薬品と して 特定せ ず 
に， 一般的な ガイドラインの 中で 適用させる ことと した。 しかし， 医薬品の 誤 使用 は 危険の 上位に ラ 
ンク される ことから， 点字な どに よる 触覚 識別 表示の 普及が 望まれる。 

b) アレルギー 必要性の 高い 情報の 一つで ある 力く 伝達すべき 情報量が 多く， 包装， 容器の 限られた 表 
示 面積で は 触覚 識別 表示 をす る ことが 難しいた め， 触覚 識別 表示が 必要な 製品 又は 包装 形態 （本体の 
4.1) に は 含めなかった。 多くの 情報 を 伝達で きる 方法， 例えば IC タグの 活用な どが 課題で ある。 

c) 賞味期限 表示 技術的に は 可能と 考えられ るが， 表示 方法 や 形式に ついての 十分な 検討 期間が 必要と 
なること から， 触覚 識別 表示が 必要な 製品 又は 包装 形態 （本体の 4.1) に は 含めなかった。 

d) 乾燥剤 • 脱 酸素 剤な ど 品質 保持 剤 食品と 一緒に 封入され ている 乾燥剤 • 脱 酸素 剤な どの 品質 保持 剤 
は 誤 飲食され る 可能性が ある。 視覚 障害者 関連の 資料 を 調査した 結果， 誤 飲の 報告が 1 件 あり， 品質 
保持 剤の 誤 飲食の 経緯が 詳しく 報告され ていた。 

食品に 内容物と 一緒に 封入され ている 品質 保持 剤 は 小さい ものが 多いた め， 触覚 識別 表示 をつ ける こと 
が 難しい。 品質 保持 剤メ一 カーで は， 製品の 内容物と 異なる 形状に したり， 品質 保持 剤の 中身が 容易に は 
出て こない よう な 工夫 を 行って いると こ ろで ある 力、 製品の 内容物と 誤認され ないよう な 形状への 一層の 
徹底が 望まれる。 

6.3 触覚 識別 表示 製品の 周知に ついて 

触覚 識別 表示が されて いる 製品の 認知 度に ついての 調査結果， 酒類 金属 缶の "おさけ" の 点字と シャン 
プー 容器 側面の ぎざぎざに ついては かなり 浸透して いた 力、 その他に ついては， 牛乳 紙 パック 上部の 切欠 
きの 認知が 半数 を 超えた 程度で， その他の 触覚 識別 表示 を した 製品の 認知 は 低かった。 

実際， 今回の 調査に おいても， 触覚 識別 表示の 問題点と して， "触覚 識別 表示の ある 製品の 絶対 数が 少な 
いこと" "必要な 製品に 触覚 識別 表示がない こと" に加えて， "告知 不足 （触覚 識別 表示が ある こと を 知る 

解 6 
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機会がない， 又は， 情報が 提供され ない。）" などの 指摘が 多かった。 折角， 触覚 識別 表示 を 付けても， 告 
知 活動 を 行わなければ， 視覚 障害者に は 伝わらな いと 考えるべき であろう。 

触覚 識別 表示が 認知され た 製品 は 繰返して 購入され ている ことが 調査結果 にも 現れて いる。 触覚 識別 表 
示 を 付けた 製品 は， その 製品の 育成 策の 一環と して， "どこに， どのような 触覚 識別 表示 を 付けた 力？' の告 
知 及び 啓蒙 も 積極的に 行って い く 必要が ある。 



7 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 



高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 包装 • 容器 一 触覚 識別 表示 JIS 原案 作成 委員会 構成 表 



氏名 



所属 



(委員長） 




西 


原 


主 


計 


神奈川 工科大学 


(副 委員長） 




佐々 木 


春 


夫 


社団法人 日本 包装 技術 協会 








好 




泉 


静岡 文化 芸術 大学 


(委員） 




新 


原 


浩 


明 


経済 産業 省 製造 産業 局 






横 


田 




真 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 






澤 


田 




位 


財団法人 日本規格協会 






石 


田 


朋 


巳 


独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 






長 




達 


矢 


東京都 生活 文化 局 






星 


川 


安 


之 


財団法人 共用 品 推進機 構 






河 


辺 


迪 


子 


FI 本肓人 会〗 車存 






和 


田 




勉 


社会福祉 法人 日本 点字 図書館 






柴 


田 


健 




財団法人す こ やか 食生活 協会 






r - 


山 


徳 


子 


社団法人 日本 消費生活 ァ ドバイ ザ 一 
タント 協会 






金 


子 


勇 


雄 


日本 プラスチック 工業 連盟 






小 


川 


亚 


永 


日本 ガラス びん 協会 






沼 


尻 


光 


治 


社団法人 日本 缶詰 協会 






酒 


井 


光 


彦 


社団法人 日本 包装 技術 協会 




〇 


山 


下 


和 


幸 


凸版印刷 株式会社 




〇 


[RI 


橋 


玲 


子 


ト ミ 一 株式会社 




〇 


髙 


岡 


眞佐子 


エイ ジン グ 社会 研究所 




〇 


大 






修 


大日 本 印刷 株式会社 




〇 


合 


山 




宏 


東洋 製罐 株式会社 




〇 


桑 


原 


和 


仁 


株式会社 吉野 工業 所 




〇 


佐々 


'木 




昭 


藤 森 工業 株式会社 


(事務局） 




咼 


橋 


宏 


明 


社団法人 日 本 包装 技術 協会 



コ ンサル 



注記 © 印 は， 本 委員会 委員と 小委員会 委員との 兼任， 
〇 印 は， 小委員会 委員 を 示す。 

(文責 



i 好 泉） 



解 



著作 ぼ 法に I； り 無断での^ K， 転 糠^ は 禁止され てお り ま す。 



18 

S 0022-3 ： 2007 解説 



白 紙 



解 8 



； ^作 栴法 によ り 無断での 複製， 転載 等 はに' i 卜-され ており ます。 



★ 内容に ついての お 問合せ は， 規恪 開発部 標準 課 [FAX(03)3405-554 1 TEL(03)5770- 1 57 1 ] へご迚 

絡く ださい。 

規格 票の 正^お が 発行され た^む は， 次の 要領で ご 案内いた します。 
(0 当 協会 発行の 月刊誌" ほ^ 化 ジャーナル" に， 正'^ の 内容 を 掲載いた します。 
(2) 原則として 每月^ 3 火曜日に， 経 産 案 新 M" 及び "日刊 工業 新 ST の JIS 発行の 広告 櫊 

で， 正^^が 発行され た JIS 規 f& 番号 及び 規格の 名称 をお 知らせい たします。 

なお， 当 協会の j【s j ^約: S の 方に は， 予約され ている 部門で 正誤^が 発行され た ty- 含， 自^ 
的に お送りい たします。 

★JIS 規格お の ご注文 は， 呰及' J ほ 部 力 スタ マーサ一 ビス 滞 [TEL{03)3583-8002 FAX(03)3583-0462] 

又は 下記の 当 協会 各 支部に おきましても ご注文 を 承って おり ま すので， お 申込み ください。 
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